
令和５年度社会教育関係事業計画及び令和４年度実施状況 資料１

（　所属　家庭・地域学びの課　）

事　業　名 令和４年度　実施状況（成果・課題等）

（生涯学習・青少年担当）

１ 生涯学習推進事業 (1)学習機会の提供
《公民館・交流センター》
・利用者数　539,634人　（前年度比　22.5％増加）
新型コロナウイルス感染症による休館はなく通年で開館したが、感染症対
策として収容人数を制限し運営した。

 ・成人学校　受講者　延べ329講座　50,644人
　多くの人が参加できるよう夜間の講座や、様々な学習形態を工夫して実
施し、学びやすい環境の整備に努めた。

 ・主催する学級・講座　受講者　延べ1,511講座　25,126人
　地域との連携・交流など工夫をこらした講座を開講し、地域のニーズや課
題に沿った講座の開催に努めた。

・第三次生涯学習推進計画に沿って、公民館・交流センター29館で、「家
庭の学び（親子学級）講座」、「地域の学び講座」、「フレイル予防講座」を
実施した。

《生涯学習センター》
・利用者数　80,129人　（前年度比　54.9％増加）
　新型コロナウイルス感染症による影響があったものの前年度より増加し
た。

・主催講座　全24講座　受講者 延べ 726人
　今後も市民の学習ニーズに応じた講座の開設を図り、広く周知することに
より、全市的な生涯学習の拠点施設としての役割を果たしていく。

令和５年度 事業計画

(1)学習機会の提供
《公民館・交流センター》
・公民館・交流センターが主催する一般講座、成人学校・教養講座を開講す
る。
・「家庭の学び（親子学級）講座」、「地域の学び講座」、「フレイル予防講座」
の充実を図る。

《生涯学習センター》
 ・主催講座（教えて常識塾、トイーゴセミナー、経済セミナー、フレイル予防講
座、地域人材育成講座、親子わくわくフェスタ等）の開講
 ・学会、各種総会等の場の提供
 ・市民及び企業の自主的学習講座の場の提供
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事　業　名 令和４年度　実施状況（成果・課題等）

(2)生涯学習情報の提供

《公民館・交流センター》
　市ホームページに学級・講座案内や実施した学級・講座の紹介を掲載し
情報の提供を行った。
 　公民館報・交流センターだよりは各公民館・交流センターごとに紙面を工
夫し、地域に添った情報やの事業紹介を行った。

《生涯学習センター》
　市民への学習情報の提供のため、情報誌「ながの生涯学習だより」を２回
発行した。また、市ホームページ「まなびぃのページ」に情報を掲載した。

(3)学習指導者の養成
　市内各地で指導可能な意欲ある多様な知識・経験を持つ市民にリーダー
として登録してもらい長野市生涯学習リーダーバンクの充実を図った。ま
た、登録内容確認と登録継続の調査を実施し、新たに長野市生涯学習リー
ダーバンク登録者名簿を作成し各公民館・交流センターへ配布した。登録
者112人（重複登録有）

(4)成人祝賀事業
 ・令和３年度成人式
　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため延期していた令和３年度成人
式を３館（柳原、大豆島、信州新町）で実施した。
・令和４年度成人式
　８月に７館、１月に22館が開催した。

令和５年度 事業計画

(2)生涯学習情報の提供

《公民館・交流センター》
学級・講座の市ホームページへの掲載や広報誌発行

《生涯学習センター》
・市ホームページへの掲載や広報誌の発行

(3)学習指導者の養成
・長野市生涯学習リーダーバンクへの登録推進

(4)成人祝賀事業
 ・成人式の開催
　公民館・交流センターが地域の実情に合わせて計画、実施する。
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事　業　名 令和４年度　実施状況（成果・課題等）

(5)社会教育団体育成
（実績は資料2のとおり）

(6)子どもの読書活動推進
・おひざで絵本事業
　７～８か月児健康教室の会場で、参加者へ絵本を贈呈し、絵本を通して
子どもと関わりを持つことの大切さを保護者に啓発した。新型コロナウイルス
感染症の拡大防止のため、ボランティアによる絵本の読み聞かせは中止と
なった。
  　対象乳児　2,408人
  　絵本を配付した乳児   2,267人
  　配付率 　94.1％

・子ども読書デーに合わせたイベント等の開催
　子どもが本に親しむきっかけとして重要な家庭における読み聞かせの普
及を図るため、家庭での読み聞かせ方法や絵本の選び方等を保護者に伝
える「親子で楽しむ絵本講座」を開催した。また、市立図書館や市立公民
館・市交流センターにおいて読み聞かせ会等を実施した。

令和５年度 事業計画

(5)社会教育団体等育成
・社会教育等の振興のための社会教育事業に要する経費に対し、社会教育
団体へ補助金の交付を行う。
　

(6)子どもの読書活動推進
・おひざで絵本事業
　７～８か月児健康教室において、希望する絵本を贈呈する。

・子ども読書デーに合わせたイベント等の開催
　第四次長野市子ども読書活動推進計画に基づき、子ども読書デー（11月３
日）に合わせたイベント等を開催し、子どもの読書活動を推進する。
  　市政ラジオ等による長野市子ども読書デーの普及、啓発を行う。
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事　業　名 令和４年度　実施状況（成果・課題等）

２ 公民館の指定管理者
制度導入及び交流セン
ターの導入

・指定管理に移行した公民館（芋井・信更・若槻・更北・吉田・安茂里・川中
島町・芹田）、交流センター（篠ノ井）の指定管理者に対して、事業実施へ
の助言指導を行った。

・交流センター化に向けて、交流センターに移行した４館（柳原・篠ノ井・小
田切）の利用状況や課題を検証は、新型コロナウイルス感染症の影響によ
る利用制限や利用者減少により難しいものとなった。

（施設担当）

３ 公民館等施設整備
　事業

・公民館の投資的工事については、古里総合市民センター長寿命化改修
工事及び吉田公民館多目的ホール等空調設備更新工事を実施したが、一
部の電気設備機器納入に不測の日数を要したため、両工事ともに令和５年
度へ繰越となった。

・長沼河川防災ステーション整備事業については、地元調整に不測の日数
を要したことから、地盤調査業務委託が令和５年度へ繰越となった。

・（仮称）豊野防災交流センター整備事業については、実施設計業務委
託、周辺道路整備及び排水路改修工事を実施した。

・市立公民館・交流センターの老朽化が進み、改築、改修、修繕要望が増
加し、財源の捻出が課題となっている。

令和５年度 事業計画

(１)指定管理に移行した公民館（芋井・信更・若槻・更北・吉田・安茂里・川中
島町・芹田）、交流センター（篠ノ井）の指定管理者に対して、家庭・地域学び
の課の職員（社会教育主事等）による助言指導等を行う。

(２)試行的に交流センターに移行した５館(柳原・長沼・篠ノ井・小田切・中条）
の課題の把握を行う。
　（うち長沼交流センターは被災により指定管理休止を継続する）

(1)公民館投資的工事
  ・浅川公民館長寿命化改修工事
 ・更北公民館エレベーター外改修工事
 ・更北公民館３階学習室エアコン交換工事

(2)長沼河川防災ステーション整備事業
 ・実施設計業務委託

(3)（仮称）豊野防災交流センター整備事業
 ・本体、外構工事
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事　業　名 令和４年度　実施状況（成果・課題等）

（生涯学習・青少年担当）

４ 青少年対策 　研修会参加者を市報、有線放送、関係他団体へのチラシ配布等で募集
を行った。
　また、工作技術の習得や関係団体との情報交換のために研修会を３回開
催した。
　地区への派遣を増やすため、単位PTAや補助金利用団体等へのチラシ
送付などＰＲ活動を行った。

 ・研修会　５回開催　参加者　延べ９１名
 ・地区派遣　１５件

　子ども会事業を行うために必要な会議の仕方・計画の立て方の講義、
KYT(危険予知トレーニング)などを学ぶ研修会を開催した。
　地区派遣は、新型コロナウイルス感染症の影響やシニアリーダーの減少
により難しくなっている。
　
 ・研修会４回開催

　住民自治協議会の選択事務となっているため、全地区の参加となってい
ない。年々参加者が減っており、開催周知・内容の検討が必要である。

 ・第１回　令和５年７月２日（土）　４２名参加
 ・第２回　令和５年11月2６日（土）　３４名参加
 


令和５年度 事業計画

(1)  成人指導者の養成・地区派遣
　成人指導者研修会
　子ども会活動に関心と興味をもち、既に活動している方又はこれから活動し
ようとする方を対象に開催する。

 ・研修会　５回
 

＜主な研修内容＞
 ・指導者の任務、がん具等工作物の製作技術の習得と指導方法
 ・情報交換等研究と指導者・技術の習得と指導方法
 ・講話(育成指導に関わる情報や技術等)

(2) シニア・ジュニアリーダー養成・地区派遣
　長野市子ども会リーダー研修会
　各地区子ども会の指導的なリーダーを養成することを目的とし、小学校５・６
年生、中学生、高校生を対象に子ども会リーダー研修会を実施する。

 ・研修会　５回
 ・会場
　ふれあい福祉センター、青少年錬成センター

(3) 青少年健全育成情報交換会
　各地区の青少年健全育成に関わる役員が活動状況・課題等について情報
交換を行い、地区活動の充実に努めるとともに、地域相互のつながりを深め
る。

 ・実施期日　５月、11月
 ・実施場所　ふれあい福祉センター
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事　業　名 令和４年度　実施状況（成果・課題等）

　青少年健全育成事業、少年育成センター事業の概要を説明し、青少年
の健全育成・保護育成に関することについて審議した。

 ・第１回　令和４年７月15日（金）
 ・第２回　令和５年２月21日（火）

　子どもたちは、担当班の役割を果たしながら、普段と違った環境の中で集
団生活を体験した。
　
 ・８月５日（金）　日帰りで実施　参加者30名

５ 青少年育成環境整備
令和４年10月29日（土）長野市若里文化ホール
〇講演会「夢に向かって」バイオリニスト　牧 美花さん
〇青少年健全育成作品コンクール表彰式
〇地域の子どもたちのステージ　少林寺拳法　長野南スポーツ少年団

　児童・生徒の夏休み時に依頼。入選者は青少年健全育成フェスティバル
で表彰を行った。

令和５年度 事業計画

(4) 青少年健全育成審議会
　青少年健全育成に関しての企画や立案、政策の決定などの過程で、広く市
民の意見や専門的な知識を反映させるために開催する。

 ・実施期日　７月、１月

(5) 子どもキャンプの開催
　子どもたちが、豊かな自然の中での活動を通して、心身を鍛え、豊かな人間
性を育む機会を提供する。

 ・７月29日（土）　日帰りで実施

(1) 青少年健全育成フェスティバル
  家庭・学校・地域が連携しながら、それぞれの役割を果たし、青少年の健全
育成を図ることを目的に、10月の「長野市青少年健全育成環境浄化強調月
間」に合わせて開催するもの
　また、青少年健全育成作品コンクール作品受賞者の表彰を行う。

(2) 青少年健全育成作品コンクール標語・作文・ポスターの募集
　児童・生徒から青少年の健全育成に係る標語・作文・ポスターを募集し、優
秀作品を公開、展示することにより、児童・生徒や広く一般市民の青少年健全
育成に対する意識を高める。
 ・健全育成部門
 ・家庭の日部門
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事　業　名 令和４年度　実施状況（成果・課題等）

６ 少年育成センター
　運営

　青少年が立ち寄りそうなコンビニエンスストア、書店、ビデオ（DVD）レンタ
ル店、公園等を巡回し、非行・被害の防止に努めるほか長野市青少年保護
育成条例の周知・徹底を図った。

　・延べ　２３２か所（回）

　・電話・来所による相談　６件
（長野市こども総合支援センターに相談が集約されてきているのか、相談件
数が減少している。）

　・委員会は年５回開催し、生徒指導事例を持ち寄って、意見交換や協議
を重ねた。研究の成果は、７月に開催した生徒指導学校関係者合同研修
会（小学校の部、中・高・特別支援学校の部）においてそれぞれ発表した
（事例が身近で起こりやすい題材であり参考になったとの意見が多数あっ
た。）

　・少年相談連絡会を１回開催し、青少年の非行の現状とその課題につい
て情報交換をした。関係機関の視察・研修は、新型コロナウィルス感染症の
影響により中止とした。今後の活動に向けて、２月にそれぞれの機関の活
動、課題や次年度への要望についてアンケートを実施した。

　・「育成センターだより」は、年３回（７月、11月、３月）、「事業計画の概要と
育成活動のあゆみ」は、６月に作成、配布した。

　・出前講座は、コロナ禍ではあったが、25回実施した。小・中学校に加え、
特別支援学校、住民自治協議会を対象に、幅広く実施することができた。

　コロナ渦ではあったが、少年育成センター主催の「巡回指導・環境浄化活
動に関する研修会」は、広い会場で感染対策をして実施し、長水校長会と
共催の「生徒指導学校関係者合同研修会」は、対象者が120人余と多いこ
とから、小学校の部と中・高・特別支援学校の部の２部（２日）に分けて実施
した。

(1) 巡回指導活動
　不良行為少年の早期発見・指導はじめ、青少年の非行・被害を防止する。
　・中心街・地区巡回指導の実施
　・一日少年育成委員の巡回指導の実施
　・学校少年育成委員の巡回指導の実施
　・有害図書類取扱店舗等への立入調査

(2) 少年相談活動
　本人や家庭、学校や地域等から寄せられる青少年の悩みや非行・被害、生
活上の問題などに関わる相談に対応する。

　・少年相談専門委員会
　小・中・高校から選出された７名の教諭で構成し、各校の生徒指導に資する
ため、事例研究を介して、生徒指導の在り方や方法、専門機関との連携を踏
まえた少年相談の研究を行う。

　・少年相談連絡会
　少年相談に関わる16の機関で構成し、相談者に対する指導・支援の具体的
なあり方や各機関の役割・機能について情報交換し、連携を図る。

(3)　広報・啓発活動
　市民の意識や関心を高めるために、関係諸機関・諸団体等と連携を図りな
がら実施する。
　・「育成センターだより」、「事業計画の概要と育成活動のあゆみ」の作成、配
布
　・出前講座
　ネット・ゲーム依存も含めて、ネットトラブル犯罪被害防止のため、小・中学
校、PTA、住民自治協議会などを対象とした出前講座利用を進め、周知と内
容の充実を図る。

(4)　研修活動
　地域の青少年健全育成関係者による巡回指導活動などが、より適切に行わ
れるために実施する。
　・「巡回指導・環境浄化活動に関する研修会」
　・「生徒指導学校関係者合同研修会」

令和５年度 事業計画

7



事　業　名 令和４年度　実施状況（成果・課題等）

７ 青少年団体育成
　補助金

　地区の子ども体験事業の実施に際して役割を果たしている。長野市全域
の育成会、住民自治協議会等の利用を目指しているが、地区育成会等の
役員が1年で交代になることが多く、補助金を知らないケースがあるため、
引き続きPR活動を行う必要がある。

 ・交付申請件数　35件　1,096,000円

８ 家庭教育力向上 　小・中学校PTA組織による家庭教育研修会を開催した５校に助成を行っ
た。助成金事業については毎年行っている長野市PTA連合会、長野市校
長会、教頭会での趣旨説明のほか、更にPR活動を行う必要がある。

 ・助成件数　９校　９0,000円

　親子学級を実施した市立公民館・市交流センター

 ・28館　実施回数 368回
 ・参加者数　6,367人

　家庭教育講座

 ・市内８保健センターで実施　117回　2,141組

 ５月に各小・中学校の校長あて通知し、新小・中学１年生へ配布した。配
布に際しては、家庭内の目につく場所に貼っていただき、実践していただく
よう併せて依頼した。

９ 青少年錬成センタ
　ー管理運営・施設
　整備

　開所から30年以上経過しており、施設の老朽化が課題である。令和４年
度はアスレチック遊具改修工事、浴室タイル壁張替工事を実施した。令和
２・３年度は新型コロナウイルス感染症の影響により、利用者が大幅に減少
しがた、徐々に増加している。
 
 ・令和４年度 利用者数　　本館　2,792人　　分館　117人

令和５年度 事業計画

(1) 事業補助金
　青少年育成を目的にしている市内団体に対し、事業活動の補助金を交付
することにより、健全育成の側面から推進をお願いするもの。
　住民自治協議会への訪問を通じ、事業補助金の周知を図る。

 ・子どもわくわく体験事業補助金

(1) 家庭教育力向上事業
　長野市教育振興基本計画の「家庭の教育力向上」を目指す。
　小・中学校PTA組織による家庭教育研修会の実施に当たり、１校10,000円
の助成を行うもの

(2) 家庭教育力向上講座
　市立公民館・市交流センターにおいて、親子を対象とした「親子学級」を実
施する。

(3) 家庭教育講座（乳幼児を持つ保護者向け）
　保健センターで実施される７～８か月児健康教室において、啓発パンフレッ
トを配布し、保健師が解説を加える（保健所健康課連携事業）。

(4)「長野市大人と子どもの心得八か条」家庭用版を新小学１年生、新中学１
年生に配布する。
　また、学級内掲示用にA２判ポスターも作成し、教室内でも実践してもらう。

　屋内、屋外での活動を通して、明るく、たくましい、心身ともに健全な青少年
の育成を図ることを目的に昭和57年４月開所。
　平成13年５月、小田切小学校閉校に伴い、後利用として錬成センター分館
として開所。
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（　所属　長野図書館、南部図書館　）

事　業　名 令和４年度　実施状況（成果・課題等）

（図書館）

１ 資料収集等 ・令和４年度資料購入冊数
【長野図書館】
　14,548冊(うち視聴覚資料 161点）
・令和４年度末蔵書数　　　701,044冊 (うち視聴覚資料10,946点）
・令和４度利用状況
　  貸出利用者数　174,958人（前年度比 8,497人増）
　  貸出冊数 　 　888,098冊（前年度比 47,637冊増）

【南部図書館】
　 15,043冊
・令和４年度末蔵書数　　393,118冊
・令和４度利用状況
 　　貸出利用者数 　143,908人（前年度比 9,758人増）
 　　貸出冊数 　　695,319冊（前年度比 49,330冊増）

電子図書館（新規事業）令和４年８月５日サービス開始
・県内全市町村と県による協働電子図書館「愛称：デジとしょ信州」
・パソコン、スマートフォン、タブレットで読める電子書籍の貸出サービス
・１人１回の貸出につき、７日間、２冊まで
・蔵書数　21,195冊（内訳　購入コンテンツ9,990冊、青空文庫（無償）コン
　テンツ11,196冊、デジタル化地域資料9冊）令和5年3月31日現在
・市民のID登録者数（令和5年3月31日現在）  1,836人
・市民の貸出数（令和5年3月31日現在）   　7,600冊

２ 移動図書館等 【南部図書館】
・移動図書館 開設場所や開設時間の変更等を必要に応じ実施した。
・市民文庫 相手方施設等の要望などを踏まえ、巡回場所の見直しを随時
実施した。
※貸出利用者数及び貸出冊数は、上記利用状況に含まれる。

・南部図書館の維持修繕工事（耐震補強、トイレ改修・空調・照明等の更新)を
令和５年12月から令和6年3月（予定）の間実施、このため令和5年11月1日か
ら3月末まで休館

令和５年度 事業計画

資料購入
【長野図書館】
・図 書 資 料　 15,000冊
・視聴覚資料（CD・DVD）   250点
・新聞・雑誌

【南部図書館】
 ・図書資料 15,000冊
  （本館、移動、分室、市民文庫）
 ・新聞、雑誌

電子図書館（デジとしょ信州）
・県及び県内の市町村と協働し「デジとしょ信州」の普及推進を図る

【南部図書館】
・移動図書館 ３台の移動図書館車により、市内91箇所を20コースに分けて巡
回・貸出
・分室 28分室(市立公民館・交流センター)へ随時配本
・市民文庫 市内31箇所の福祉施設や地域文庫等を２か月に一度巡回・貸出
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事　業　名 令和４年度　実施状況（成果・課題等）

３ 障害者ライブラ
   リー

【長野図書館】
・貸出利用者数　　　1,767人
・貸出タイトル数　　　3,424タイトル
・令和４年度末蔵書数　4,406タイトル
・録音・点字図書製作　58タイトル
・対面朗読　92回

４ 行事・催し物等 【長野図書館】
・おはなし会　　　139回開催　2,025人
・お楽しみ会等　　５回開催　207人
・読書感想画展応募　　　　212点
・除籍本雑誌等のリサイクル市　　２回開催　440人
・映画上映会　　536人
・読みがたりボランティア養成講座（新型コロナのため中止）
・大人のためのおはなし会　２回開催　61人

【南部図書館】
各行事、催し物の参加者数等
 (1)おはなし会
　　　あかちゃんのおはなし会　10回　親子計 212人参加
　　　子ども向けおはなし会　23回　親子計 425人参加
 (2)こども会等
　　　　たんぽぽこども会　35人
　　　　夏休みこども会　74人
　　　　南部図書館まつり　1,719人
　　　　クリスマスこども会　128人
（3）読み聞かせ講座
　　　　初心者講座　37人
　　　　中級講座　31人

令和５年度 事業計画

【長野図書館】
・視覚障害者等への録音図書､点字図書の貸出
・対面朗読
・録音図書､点字図書の製作
・サピエへの点字図書（データ）、デイジー図書（目録）の登録及び利用の促
進
※サピエは点字・録音図書の全国ネットワーク、長野市はH22年度から登録
開始

【長野図書館】
(1) おはなし会（絵本の読み聞かせ､紙芝居､折り紙等）
　　　毎週水曜日　午後３時～３時30分
　　　毎週土曜日　午後２時30分～３時
　　　毎週日曜日　午前11時～11時30分
(2) お楽しみ会（人形劇、絵本の読みがたり、パネルシアター、工作等）
　　　なのはなお楽しみ会　　５月
　　　たなばたお楽しみ会　　７月
　　　おはなしカーニバル 　11月
       クリスマスお楽しみ会　12月
　　　節分お楽しみ会　　 　　２月
(3) 除籍本雑誌等リサイクル市
(4) 映画上映会の開催（毎月第２・第４土曜日）
(5) 読みがたりボランティア養成講座(全５回シリーズ）
(6) 大人のためのおはなし会（年２回予定）

【南部図書館】
(1) おはなし会の開催
　　　あかちゃんのおはなし会　第１水曜日 午後１時30分～午後２時
　　　子ども向けおはなし会　　第２～第５水曜日 午前11時～11時30分
(2) こども会等の開催
　　　たんぽぽこども会　 ５月
　　　夏休みこども会　　 ７月
　　　南部図書館まつり　 10月
(3) 読み聞かせ講座の開催
　　　上級講座　　　　６月
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事　業　名 令和４年度　実施状況（成果・課題等）

５ 図書館協議会 令和４年７月22日、令和５年２月15日開催
　令和４年度事業の報告や、令和５年度事業の計画などに意見をいただい
た。

６ その他 ・国立国会図書館レファレンス協同データベース登録数　972件
・青少年・高齢者向け企画コーナーの設置

・長野地域連携中枢都市圏内７市町村の登録者数1,641人、利用者数
6,004人、貸出冊数31,277冊あり、図書館資料の有効活用と利用者の利便
性を図った。
・調べ方案内（パスファインダー）　合計64テーマ【長野図書館】
・職場体験、社会見学、インターンシップ
　【長野図書館】７校　合計82人
　【南部図書館】５機関（校）　合計８人

・土・日・祝日、学校の長期休みにあわせて学習室の開放を行った。

(1)蔵書点検整理・館内整理
　【長野図書館】６月１日～14日
　【南部図書館】６月２１日～７月３日
　・毎月１回　図書整理
(2)レファレンス事例の公開
　　国立国会図書館が運営する協同データベース事業へレファレンス事例の
登録を継続して行い、利用の拡大を図る。
(3)音楽配信
 　インターネットの配信サイト(ナクソスミュージックライブラリー)を利用
 　ID/パスワードの貸出
(4)データベースの館内端末での閲覧等
　（国立国会図書館デジタル化資料送信サービス、官報情報検索サービス、
現行法規検索サービス、信濃毎日新聞データベース）
(5)青少年向け、高齢者向け、今月のテーマ本等の企画コーナー

(6)図書館資料の広域貸出
　　長野地域連携中枢都市圏内７市町村との相互利用
(7)「調べ方案内（ﾊﾟｽﾌｧｲﾝﾀﾞｰ）」の発行
　　年間２～４回程度を予定
(8)職業体験実習等の受入れ
(9)学校図書館への支援
(10)図書館職員おすすめ本の紹介
(11)広報活動
　　広報ながの、ホームページ、地域新聞等による情報発信
　　【長野図書館】館報「魯桃桜」、子ども向け館報「ふれあい」毎月発行
　　【南部図書館】館報「ハートフル南部」、子ども向け館報「おひさま」毎月発
行
(12)学習室の開放

　図書館法第14条第１項の規定を受け、長野市立図書館条例第６条により設
置。年２回開催（７月、２月）（主務：南部図書館）

令和５年度 事業計画
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（所属　文化財課）

事　業　名 令和４年度　実施状況（成果・課題等）

１ 文化財の整備

〇史跡松代城跡保存整備に関しては、第２期整備計画に基づき、外周
園路工事や太鼓門前橋外整備工事、調査等を進めた。また、史跡周辺
整備についても協議調整を進めた。

〇遺構復元整備ゾーンにおいて、165号墳・185号墳の保存整備工事を
行い、整備専門家会議は書面によるやり取りにて実施した。

〇アクセス道路整備は測量設計業務を実施（R5年度に繰越）

〇防災施設整備事業について、実施設計を行った。

〇旧作新学校本館について、耐震診断や実施設計を行った。

〇地元有志により設立された作新記念館改修委員会から、令和４年11
月に本事業に対する13,500千円の寄付を受けた。

〇大室古墳群保存整備事業
国史跡大室古墳群の古墳とそれを取り巻く環境を保全し、公開の場とし
て活用することを目的として史跡整備を実施する事業
・事業期間：平成９年度～平成25年度（エントランスゾーン）
            平成26年度～令和10年度予定（遺構復元整備ゾーン）
・令和５年度事業（81,797千円）：古墳１基の保存整備工事、古墳１基
の実施設計、整備専門家会議の開催、アクセス道路整備（測量設計、用
地測量）

〇旧横田家住宅防災施設整備事業
国の重要文化財である旧横田家住宅について、警報設備や消火設備な
ど、防災施設の整備を実施する事業
・事業期間：令和４年度～令和６年度
・令和５年度事業（61,871千円）：防災施設整備工事着手

〇旧作新学校本館保存整備事業
市指定有形文化財（建造物）である旧作新学校本館について、地域と学
校の歴史を学び、未来を担う人材育成の場とすることを目指し、下氷鉋
小学校及び地元更北地区と活用方法について協議しながら、保存整備を
実施する事業
・事業期間：令和４年度～令和６年度
・令和５年度事業（61,600千円）：保存整備工事着手

地域の歴史や文化を物語る代表的な文化財について、保存・活用のため
の整備等を計画的に進める。

○史跡松代城跡保存整備
・事業期間：平成27～令和９年度
・令和５年度事業（160,299千円）：太鼓門前橋外整備工事、外周園路
工事、石垣測量調査、発掘調査の実施等

令和５年度 事業計画
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事　業　名 令和４年度　実施状況（成果・課題等）

２ 歴史的まちなみの
保存・活用

〇所有者が実施した建造物の修理事業に対し補助金を交付するととも
に、防災対策事業を実施した。。
・令和４年度実績（60,414千円）：修理事業補助５件、小口径消火
ホース格納箱設計、防災マニュアル作成

〇善光寺周辺伝統的建造物群保存予定地区調査に関しては、引き続き
住民と関係機関等の調整を進める。

３ 文化財所有者への
支援

〇所有者が実施した保護活動等事業に対して指導・助言を行い、助成
した。
(令和４年度実績)
・善光寺関係　：24,933千円
・真田信之霊屋：11,799千円
・戸隠神社奥社：1,146千円
・修復・復元　：609千円（4件）
・無形文化財　：176千円（6件）
・環境整備　　：796千円（36件）
・保護育成団体：100千円（1件）

４ 文化財の保存・活
用

〇「長野市文化財保存活用地域計画」の策定
・長野市文化財保存活用地域計画を２回、協議会内の専門部会を５回
開催し、計画の具体的内容について検討した
・計画策定に伴う文化財把握調査を実施した。

○善光寺周辺伝統的建造物群保存予定地区調査
・事業期間：平成16年度～
・令和５年度事業（1,300千円）：保存予定地区に掛かる住民及び関係
機関との協議調整

市内文化財の保存・活用を推進するため、補助金交付等により文化財所
有者などの保護活動を支援する。

令和５年度 事業計画

〇国宝善光寺本堂ほか防災施設事業
・防災施設事業：令和２～６年度
○県宝真田信弘霊屋保存修理事業
・事業期間：令和５～７年度
○県戸隠神社奥社社叢水路整備事業
・事業期間：令和５年～７年度
○指定文化財修復・復元補助金
○無形文化財保護補助金
○指定文化財環境整備事業等補助金
○文化財保護育成団体補助金

文化財保護法の改正（平成31年４月）に基づき、地域社会全体で文化財
の継承に取り組むため、文化財の保存及び活用に関する総合的な計画を
作成し、国に認定を申請する。

○「長野市文化財保存活用地域計画」の策定
・計画策定事業期間：令和３～５年度、令和６年度計画認定（予定）
・文化財把握調査、長野市の歴史文化の特徴の作成等
・文化財の保存・活用に関する現状の洗い出しと、課題の抽出
・長野市文化財保存活用地域計画協議会の開催

地域固有の歴史的まちなみなどの環境を保存し、まちづくりの中で活用
するための整備支援及び調査を進める。

○戸隠伝統的建造物群保存地区整備
・事業期間：平成29年～
・令和５年度事業（128,077千円）：修理・修景・復旧事業補助２件、
小口径消火ホース格納箱設置工事、宿舎等維持管理・防災管理マニュア
ル作成ほか
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（所属　文化財課 埋蔵文化財センター）

事　業　名 令和４年度　実施状況（成果・課題等）

（調査担当）

１ 埋蔵文化財発掘
  調査受託事業

〇発掘調査13件（受託９・市施行４）、整理調査３件（受託１・市施
行２）を実施したほか、発掘調査報告書３冊（第167～169集）を刊行
した。

〇令和４年度は前年度比２倍の調査量となったため、予定していた整
理調査を中断して対応せざるを得なかった。近年、大規模な公共事業
や民間の宅地造成・マンション建設が増加傾向にあり、迅速な対応に
苦慮している。

〇出土した埋蔵文化財等を収蔵している旧小田切中学校施設の収容力
が限界に達しており、新たな収蔵施設の確保が必要である。

〇発掘調査現場での現地説明会や見学会等について、安全確保や本体
工事との調整等の理由により一般公開は難しくなっているが、調査の
進捗状況を現場付近の看板で掲示したり、ＨＰやブログ等のインター
ネットに概要を掲載するなどを行い、概ね好評を得ている。

２ 埋蔵文化財発掘
　調査市施行事業

３ 埋蔵文化財分布
　調査

〇試掘調査35件、工事立会い98件を実施し、その成果に基づいて遺跡
地図情報システムのデータ更新を行った。

令和５年度 事業計画

国・県の公共事業や民間宅地造成等の建設土木工事によって破壊される
埋蔵文化財を対象とし、記録保存のための発掘調査を受託して実施する
事業
〇 発掘調査
　・稲添遺跡（医院新築）　４月～
　・松代城下町跡（中町交差点改良）６月～
　・松代城下町跡（代官町宅地造成）７月～
　・長野遺跡群（県道歩道整備）９月～
　・徳間本堂原遺跡（県道改良）10月～
　・吉田町東遺跡（宅地造成）10月～
　・宮崎遺跡ほか（総合土地改良）11月～
〇 整理調査
　・清水原古墳群（綿内農地基盤整備）
　・長野女子高校校庭遺跡（小学校建設）
　・北浦田遺跡（宅地造成・個人住宅）
　・権堂腰巻遺跡（鶴賀マンション新築）
　・桐原牧野遺跡（共同住宅建設）

市が施行する建設土木工事によって破壊される埋蔵文化財を対象とし、
記録保存のための発掘調査を実施する事業
〇 発掘調査
　・和田塚本遺跡群（市道改良）７月～
　・篠ノ井佃遺跡（川中島幹線）９月～
　・松原遺跡（薪引堰改修）９月～
　・川田条里遺跡（若穂SIC整備）11月～

〇 整理調査
　・御所遺跡（駅周辺区画整理）
　・長野遺跡群（道路改良）
　・松原遺跡（松代新斎場整備）

分布調査や現地踏査、開発事業に先立って試掘調査や工事立会を実施
し、以後の保護協議に供するとともに、遺跡地図の精度向上を図る事業
〇開発行為等に係る現地踏査・試掘調査、工事立会を随時実施
〇遺跡地図情報システム（GIS）の整備充実（汎用GIS・公開GIS及び遺
跡台帳を年１回程度更新）

14



事　業　名 令和４年度　実施状況（成果・課題等）

４ 普及公開事業 〇『積石塚の遺品』と題した第23回発掘調査速報展及び講演会を開催
し、期間中 5,331人の見学者を集めた。

〇学校・公民館等の授業支援・講演会・体験教室について、20件の依
頼に講師を派遣し、計 893人の聴衆があった。

〇埋蔵文化財を活用し効率よく継続的に普及公開を行い、地域の歴史
に対する市民の関心を高めるとともに、埋蔵文化財保護を推進する必
要がある。

発掘調査成果の展示会や講座等を開催し、埋蔵文化財に関する市民の認
識と関心をより一層深めてもらうための事業

〇発掘調査速報展（発掘調査成果の即時公開を目的に、博物館や地域等
と連携しながら実施）

〇常設展示・出張展示（博物館や公民館などの関連施設で展示協力、及
び公共施設や事務室前に展示コーナーを開設）

〇発掘調査現地説明会（発掘調査現場の諸条件を鑑み、安全に配慮しな
がら実施）

〇講師派遣・授業支援（学校・公民館・育成会・福祉施設等での講座・
講演会や勾玉作り教室・火おこし体験などへの講師派遣、資料・教材等
の貸出）

〇インターンシップ・職場体験等受入れ（中・高の職場体験や大学生の
就業体験など、学校との連携を深めながら実施）

〇インターネット（文化財データベース『デジタル図鑑』の公開、発掘
調査情報などブログの更新）

令和５年度 事業計画
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（所属　文化財課 松代文化施設等管理事務所）

事　業　名 令和4年度　実施状況（成果・課題等）

１ 常設展示事業 ○新型コロナウイルス感染対策を実施しながら開館した。
〇年間入場者数
・真田宝物館　：35,469人
・象山記念館　： 4,587人
・真　田　邸　：40,920人
・文武学校 　 ：26,779人
・旧横田家住宅： 4,300人

２ 特別展示事業 〇真田宝物館特別展「真田信之」を実施
・期間：７月2日～12月19日
・リレー講演会
①「真田氏の沼田藩政と破綻」講師：藤井茂樹氏
②「真田信之の家臣団」講師：黒田基樹氏
③「真田信之と上田・松代」講師：丸島和洋氏　参加者合計153人
・会場：サンホールまつしろ　参加者32人

〇ギャラリートーク(担当学芸員による展示解説)６回実施　参加者合
計164人

〇図録：「真田信之」発行1,000部

令和５年度 事業計画

○真田宝物館常設展：真田家の歴史と文化（年４回展示替え）
○象山記念館常設展：佐久間象山とその時代（年４回展示替え）
○真田邸・文武学校・旧横田家住宅の公開（有料施設）
○松代城跡・旧松代藩鐘楼の公開（無料施設）
○山寺常山邸・旧樋口家住宅・旧前島家住宅の公開（運営・管理委託事
業）
○寺町商家の公開（指定管理者による管理・運営）

○真田宝物館特別展「真田家と宇和島藩伊達家」
・期間：９月27日～12月18日
・講演会
    10月21日(土)志後野迫希世氏（宇和島市伊達博物館学芸員）
・ワークショップ　武士になってみよう　　10月14日
・ギャラリートーク：９月27日、30日、11月８日、18日 午前10時から
・図録等の発行
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事　業　名 令和４年度　実施状況（成果・課題等）

３ 企画展 ○真田宝物館企画展「真田家　松代に入る」
・期間：４月13日～６月26日
・ギャラリートーク：４月13日、16日　10時・11時から２回
○真田宝物館「学芸員の推し活ー真田宝物館名品展ー」
・期間：12月21日～令和５年４月10日
・ギャラリートーク：12月21日、24日　10時・11時から２回

４ 教育・普及事業 〇子ども博物館事業
・甲冑レプリカ着用体験
・ぶんぶんごま、切り絵体験等のワークショップ
・真田宝物館チャレンジクイズ
・小中学校支援事業：５件
〇初めての古文書：登録人数25人
　概ね月１回実施
〇博物館実習生の受入れ：２人
〇職場体験などの受入れ：５人
〇文化施設の活用
・真田邸など：合計460件
〇資料の特別貸出：９件　約50点
〇収蔵資料の特別利用
・資料調査や写真掲載、映画撮影など：年間149件

５ 収蔵資料の維持・
管理

〇資料修繕
・真田幸貫筆「登龍図」他の修繕
〇刀剣手入れ、研磨
〇収蔵庫の燻蒸及び展示室等の環境調査
〇館蔵資料の整理：旧横田家、山寺家ほか
〇収蔵品データベース登録：190件

○子ども博物館事業
・「真田宝物館チャレンジクイズ」展示資料のクイズに挑戦
・小中学校支援事業：学校のカリキュラムに合わせた展示解説、ワーク
ショップなど
〇長野県地域発元気づくり支援金事業　「杏サミット－杏がつなぐヒ
ト・モノ・コト－」の実施　松代中学校70周年記念事業と連携　11月９
日（金）　松代文化ホール
〇初めての古文書：月1回
・国文学研究資料館との共同研究活動「地方創生によるアーカイブズの
保全・活用システム構築に関する研究」
〇博物館実習生の受入れ及び職場体験等の受入れ
〇文化施設の活用
・真田邸、旧文武学校などの各施設の活用事業
〇資料の特別貸出
・真田宝物館などの館蔵資料の他館への貸出
〇収蔵資料の特別利用
・収蔵資料の調査、研究、出版物への掲載、映画撮影など

〇資料修繕
〇刀剣手入れ
〇収蔵庫の燻蒸及び展示室等の環境調査
・収蔵庫や土蔵の燻蒸及び展示室などの環境調査、害虫駆除
〇館蔵資料の整理
〇収蔵品データベース化作業とシステムへの登録

令和5年度 事業計画

○真田宝物館企画展「花　真田家大名道具の彩」
・期間：４月12日～６月25日
・ギャラリートーク：４月12日、23日 10時～
〇真田宝物館企画展「真田昌幸の選択」
・期間：７月１日～９月25日
・ギャラリートーク：７月１日、５日、８月23日、９月２日 10時～
〇山寺家資料展（仮）
・期間：12月20日～令和６年４月15日
・ギャラリートーク：12月20日、１月13日 10時～
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事　業　名 令和４年度　実施状況（成果・課題等）

６ ボランティア活動
推進

○令和４年度案内人数：4,924人
〇令和３年度ボランティア活動：総人数4,754人
〇社会教育関係団体補助：2,000千円
　（1件）
※新型コロナ感染拡大にともなう活動の自粛を行った。

７ 調査・研究事業 〇基幹調査：国文学研究資料館蔵の真田家文書の調査
〇地域連携調査：玉依比売命神社調査
〇博学連携調査：「地方創生によるアーカイブズの保全・活用システ
ム構築に関する研究」　国文学研究資料館
〇長野市災害復興支援事業：民間所在資料レスキュー
〇真田連句を読む会への協力
〇職員研修：長野県博物館協議会、長野県史料保存活用連絡協議会他

８ 定期刊行物 ○紀要（「松代」35号）、六連銭（だより45、46号）、「殿様は俳諧
がお好き」等の刊行

９ 無料開放日 ○毎週土曜日（子ども日ウェルカムデー）、５月５日(こどもの日）
○入館者全員無料　９月20日(敬老の日)、 11月３日(文化の日）

令和５年度 事業計画

〇特別展、企画展の資料調査
〇基幹調査：国文学研究資料館蔵の真田家文書の調査
〇博学連携調査
・「地方協創によるアーカイブズの保全・活用システム構築に関する研
究」国文学研究資料館
〇長野市災害復興支援事業：民間所在資料レスキュー
〇真田連句を読む会への協力
〇職員研修：長野県博物館協議会、長野県史料保存活用連絡協議会他

○紀要・年報（「松代」）、六連銭（だより）、真田宝物館収蔵品目録
等の刊行

○毎週土曜日（子ども日ウェルカムデー）　５月５日(こどもの日）
○入館者全員無料　９月19日(敬老の日) 　 11月３日(文化の日）

〇真田宝物館他の展示ガイド
〇真田邸３番土蔵での体験活動：土蔵で紋切り遊びなど昔の遊び等体験
活動
〇旧白井家表門でのガイド活動
〇子ども向けブックレット作成事業：『こども松代見てあるき』の調
査・編集
〇襖の下張文書の整理作業：真田邸などの襖の下張りを剥し・整理・解
読作業
〇真田宝物館であそぼ、雛かざりなど各種連携活動
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（　所属　博物館　）

事業計画（令和５年11月１日～令和６年３月31日） 事業計画（令和５年４月１日～10月31日）

１ 常設展示事業 ・主要事業である特別展・企画展は市民ニーズを考慮して内容の充実を図
り以下の展示を実施した。
・新たに「川中島の戦い」常設展示コーナーを開設した。

２ 特別展示事業 〇特別展
「自然へのまなざし～江戸時代の自然
観～」
　10月７日（土）～12月３日（日）

○企画展
「皆神山をとりまく世界～パワースポッ
トの源流を探る～」
　４月22日（土）～６月18日（日）
「根曲がり竹～戸隠と竹細工～」
　７月15日（土）～９月24日（日）

【長野市立博物館本館】
○特別展
「御開帳 めくるめく ミル ミラレル ミセル」
○企画展
「地獄図～あの世のイメージ～」
「煌びやかなお嫁入り　信濃の大名道具」
「信州天文文化100年」

【戸隠地質化石博物館】
○企画展
「身近な素材で草木染め」
　９月16日（土）～11月26日（日）

【戸隠地質化石博物館】
○企画展
「牧野富太郎博士と戸隠の植物」
　３月18日（土）～８月27日（日）

【戸隠地質化石博物館】
○企画展
「わくわくドキドキ理科室たんけん！」
「戸隠からはクジラの化石も見つかるので現生のクジラの標本も集めてみ
た」」
「河原の石ころ～石ころから見る大地の生い立ち」

○長野市立博物館本館：長野盆地の歴史と生活を主題に各分野資料を総合
的に展示
○戸隠地質化石博物館：大地の生い立ちをテーマに化石や自然科学資料を
展示
○鬼無里ふるさと資料館：鬼無里の自然と生活を主題に屋台と和算等の資料
を展示
○信州新町美術館：信州新町地域にゆかりの美術作品を展示
○信州新町化石博物館：信州新町地域の化石を中心に、復元模型や骨格標
本を展示
○有島生馬記念館：有島生馬の油彩画、書、印章、書籍類などの作品や資
料を展示

事　業　名 令和4年度　実施状況（成果・課題等）
令和５年度 事業計画
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事業計画（令和５年11月１日～令和６年３月31日） 事業計画（令和５年４月１日～10月31日）

【信州新町美術館】
○特別展
「浦野吉人油彩画展―ユーモアの中の喜怒哀楽」
「第38回信州書道秀作展」
○企画展
「所蔵作品展　秋から冬への風景」

【信州新町化石博物館】
○企画展
「アンモナイト展」
　11月３日（金）～令６年４月７日（日）

【信州新町化石博物館】
○企画展
「信州新町周辺のクジラ化石」
　４月15日（土）～６月18日（日）
「開館30周記念　信州新町と化石博
物館」
　7月１日（土）～10月15日（日）

【信州新町化石博物館】
○企画展
「信州新町周辺のクジラ化石」
「中生代の信州」
「長野県の化石と鉱物―田中邦雄コレクション」

３ プラネタリウム事業 〇通常投影
　10・11・12月の星座＋「江戸時代の
星図」
　１・２・３月の星座＋「信州の星景色
～冬～」
○特別投影
　春休み期間の投影
○満天の星空タイム：学芸員による生
解説

○通常投影
　４・５・６月の星座＋「流れ星を見に行
こう」
　７・８・９月の星座＋「水の惑星」
○特別投影:夏休み期間の投影
○満天の星空タイム：学芸員による生
解説

【令和４年度入館者数】
博物館本館　　　　　　　　　　　  32,578人
プラネタリウム　　　　　　　　　　    7,147人
戸隠地質化石博物館　　　　     10,504人
鬼無里ふるさと資料館　　　　　   1,933人
信州新町美術館・化石博物館  12,180人
ちょっ蔵おいらい館　　　　　　　   5,250人

【信州新町美術館】
○特別展
「くもざる古典　パステルで描く動物たち」　７月22日（土）～11月５日（日）
「第39回信州書道秀作展」　８月３日（木）～９月３日（日）
〇企画展
「小泉癸巳男生誕130周年展　partⅡ」　　《昭和大東京百図絵》にみる江戸情
緒からモダンまで」
11月18日（土）～2月12日（月）

令和５年度 事業計画
事　業　名 令和４年度　実施状況（成果・課題等）
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事業計画（令和５年11月１日～令和６年３月31日） 事業計画（令和５年４月１日～10月31日）

４ 教室・講座事業 ・博物館本館は開館から40年以上経過したが、この間の研究の進展を常設
展示に反映できない状況が続いており、展示のリニューアルが求められて
いる。

・合併により分館・付属施設が増加し、施設の再編や活性化を地元と協議
していく必要がある。

５ 博物館行事

６ 博学連携事業

７ 定期刊行物

８ 資料整理・
　 調査研究事業

９ 実習等受入

10 無料開放日

事　業　名
令和５年度 事業計画

令和４年度　実施状況（成果・課題等）

○小中学生無料　　毎週土曜日（こどもウェルカムデー）　5月5日(こどもの日）
○入館者全員無料　9月18 日(敬老の日) 9月23日(秋分の日) 11月3日(文化
の日）

【長野市立博物館本館】
 ○こども体験の広場：毎週土曜日、長期休み期間中に実施
   木工あそび、たわらあみでつくるかべかざり、さきおりコースターを作ろう他
 ○手仕事の時間：大人を対象とした体験講座、勾玉づくり、苔テラリウムづくり
他
【戸隠地質化石博物館・信州新町化石博物館】
 ○自然観察教室：親子を対象に野外観察に関する教室を開催
 ○わくわく博物館教室：博物館資料を活用した子ども向け教室
 ○植物観察会：市内各地で植物観察会を実施
 〇化石ワークショップ
 ○地層観察会
 ○教員向け地層観察講習会

博物館まつり

○市内小中学校への移動展示・資料貸出しなど
○小学校の社会見学の受け入れ

○紀要、年報、博物館だより、収蔵資料目録等の刊行

○収蔵資料のデータベース化作業と閲覧システムの整備
○特別展・企画展関係の資料調査

○博物館実習、インターンシップ就業体験、中学生職場体験等の受入
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（　所属　人権・男女共同参画課　）

事　業　名 令和４年度　実施状況（成果・課題等）

（人権教育啓発担当）

１ 社会人権教育事業
(1) 人権教育推進団
体・部署への支援

長野市企業人権教育推進協議会を育成し、企業における人権教育の推
進、指導者の育成を図った。
（5/25）総会及び講演会【企業の社会的責任】
（6/29）人権教育担当者研修【ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ】
（9/13～15）一日研修講座【ｺﾛﾅ、女性、同和】
（2/2）企業経営者研修会【ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ】
・機関紙（117号～119号）の発行
※長野市パートナーシップ宣誓制度開始（12月）

(2) 地区人権教育推
進員活動支援

・住民自治協議会の必須事務として指導員を各地区に配置し、研修会
等を実施した。
(5/27)第１回人権教育指導員研修会等【ﾔﾝｸﾞｹｱﾗｰ】
(7/4・5)１・２年目人権教育指導員研修等【同和問題、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ】
(8/2)第２回人権教育指導員研修会等【性的少数者、地域の人権教育
研修】
(12/17)第45回人権を尊重し合う市民のつどい【性的少数者】
(1/23)第４回人権教育指導員研修会等【同和問題】

(3) 人権同和教育集
会所管理

　人権同和教育集会所（９ヵ所）の管理運営について、地域の役員等
で構成されている運営委員会へ委託し、コロナ禍等の影響もあった
が、集会所ごとに人権同和問題学習講座を開催した。
※令和４年度は２か所の人権同和教育集会所を廃止した。

　人権同和教育集会所（９ヵ所）の管理運営について、地域の役員等で
構成されている運営委員会へ委託し、集会所ごとに人権同和問題学習講
座を開催する。

※上記以外、１か所の人権同和教育集会所については休館中

令和５年度 事業計画

・長野市企業人権教育推進協議会を支援し、企業における人権教育の推
進、指導者の養成を図る。
（5/22）総会及び講演会等【公正採用、企業ハラスメント】
（6/23）人権講演会【インターネットと人権侵害】
（9/13～15）人権講座【ｶｽﾀﾏｰﾊﾗｽﾒﾝﾄ及び障害者、犯罪被害者等、同和
問題】
（R5.2上旬）人権研修会【性的少数者の人権】
・機関紙（120号～122号）発行予定

・住民自治協議会の必須事務として推進員を地区に配置し、推進員の地
域内での活動に対し、助言や情報の提供等の支援を行う。
(5/24）第１回人権教育推進員研修会等【性的少数者の人権】
(6/21) 第２回人権教育推進員研修会等【インターネットと人権】
(7/28）第３回人権教育推進員研修会（1・2年目推進員対象）【障害者
の人権】
(9/7）第４回人権教育指推進員研修会等【同和問題】
(12/16）第46回人権を尊重し合う市民のつどい【ｲﾝﾀｰﾈｯﾄによる人権侵
害】
(R6/1/23）第６回人権教育推進員研修会等【同和問題】

※「人権教育指導員」から「人権教育推進員」へ名称変更
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事　業　名 令和４年度　実施状況（成果・課題等）

２ 人権啓発事業

(1) 啓発指導事業 ・啓発ポスター・標語の募集と周知
　応募件数：ポスター265件、標語2,621件
・市報・テレビ・ラジオ・トイーゴビジョン・バス車内広告等による啓発
・「人権ながの」「みんなのねがい」等啓発資料の作成・配布
・啓発ＤＶＤの購入及び貸出し
・各種研修会へ指導主事を派遣し実践指導・助言（企業2回、地区12回）
・機関紙「人権教育啓発だより第26、27号」の発行

(2) 研修会・地区研修
会の開催

・地区研修会、住民集会の開催
　　開催回数　　220回
　　参加者数　5,897人

※一部の地区では、新型コロナウイルス感染防止により地区研修会や住民
集会を中止した。

(3) 市民集会の開催 期日：令和４年12月17日（土）
場所：長野市勤労者女性会館しなのき
演題：「性別は男女だけではない！～これからのLGBTQ～」
講師：三ツ矢雄二さん（声優）
参加数：約165名
※長野市人権啓発ポスター・標語コンクール表彰式も実施

令和５年度 事業計画

・啓発ポスター・標語の募集と周知（ポスター製作・配布）
・市報・テレビ・ラジオ・トイーゴビジョン・バス車内広告等による啓発
・「人権ながの」「みんなのねがい」等啓発資料の作成・配布
・啓発ＤＶＤの購入及び貸出し
・各種研修会へ指導主事を派遣し実践指導・助言
・機関紙「人権教育啓発だより第28、29号」の発行予定

・32地区住民自治協議会の人権教育・啓発担当部署が主体となって地区毎
に研修会、地区市民集会を開催する。（必須事務）

※なお、新型コロナウイルス感染防止により、開催については各地区の判断
に委ねている。

第46回人権を尊重し合う市民のつどい

期日：令和５年12月16日（土）
場所：長野市芸術館リサイタルホール
　講演①演題：「人権教育のあり方　人権で何？～インターネットの光と影～
（仮）」
　　　　　　講師：菊池 幸夫氏（弁護士）
　講演②演題：「ネットの誹謗中傷をなくしたい～ヤサシイハナをサカセマショ
ウ～（仮）」
　　　　　　講師：木村 響子さん（元プロレスラー）
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（　所属　文化芸術課　）

事　業　名 令和４年度　実施状況（成果・課題等）

１ 芸術文化振興事業
○長野市風景画展
　出品者　233人　入場者数　1,471人

○長野市文化芸術祭　入場者数　1,341人
○北信美術展　　　　入場者数　2,511人
○長野市民演劇祭
　　中学校ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ　参加５校　72人
　　中学校公演　　　入場者数　121人
　　高校・一般の部　入場者数　254人

○芸術文化振興基金助成事業
　30団体　2,712千円

２ 文化施設管理運営 長野市芸術館　利用者計 158,657人
東部文化ホール　　〃    23,747人
松代文化ホール　　〃    14,700人

令和５年度 事業計画

【主催事業】
○長野市風景画展
　令和６年１月７日(日)～16日(火)

【共催事業】
○長野市文化芸術祭　５月20日(土)、21日(日)　入場者数1,589人
○北信美術展　６月22日(木)～27日(火)
○長野市民演劇祭
　　中学公演　９月９日(土)、10日(日)
　　高校の部　２月３日(土)、４日(日)
　　一般の部　３月２日(土)、３日(日)

【助成事業】（資料２のとおり）
○芸術文化振興基金助成事業
　令和５年度 内定32団体、2,999千円

長野市芸術館
東部文化ホール
松代文化ホール
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（　所属　スポーツ課　）

事　業　名 令和４年度　実施状況（成果・課題等）

１ 生涯スポーツの
　振興

(1）生涯スポーツの推進
〇 スポーツ教室の開催
　総合型地域スポーツクラブ及び指定管理者と連携し、健康の保持増
進と体力の向上を図るため各種スポーツ教室を開催した。
  ・NAGANO健康スポーツ教室
    （29会場、51コース）参加者1,001名
  ・その他教室（主催14教室、共催７教室）参加者346名

〇 スポーツイベントの開催
　市民にスポーツ・レクリェーションに親しむ機会を提供した。
  ・第49回NAGANOスポーツフェスティバル
  ・第４回信州松代ロゲイニング

〇 スポーツに関する情報提供
　市のホームページ｢DO!SPORTSながの｣において、市内で活動するス
ポーツクラブ等の紹介や募集案内のほか、スポーツ指導者の案内等を
掲載した。

〇 スポーツ施設等の無料開放
　スポーツ施設等の一部を無料開放し、市民にスポーツに親しむ機会
を提供することで、スポーツ活動等の啓発を実施した。
  ・元日（１月１日）
  ・市民スポーツの日（毎月第３日曜日）
  ・長野オリンピック記念平和とスポーツの日（２月６日）
  ・スポーツの日（７月23日）
  ・エムウェーブ無料開放（スケート滑走期間中の１日）

(1)スポーツ人口の拡大
〇 多様なスポーツイベントの開催
　・第50回NAGANOスポーツフェスティバル、第６回パラ★スポーツデー
　・オリンピックデーラン、第５回松代ロゲイニング等

〇 スポーツ施設の無料開放
　・スポーツ施設の無料開放
　・冬季スポーツに親しむ機会の創出

〇 スポーツ教室の開催
　・NAGANO健康スポーツ教室・ママピラティス教室ほか　65教室
　・大人のサッカー「パルサカ」ｉｎ長野市　６回
　（参加予定人員）1,400名
　
〇 スポーツに関する情報提供の充実
　・市ホームページのスポーツコーナーの充実

令和５年度 事業計画
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事　業　名 令和４年度　実施状況（成果・課題等）

(2)地域における自主的なスポーツ活動の促進
〇　市スポーツ推進委員協議会主催の研修会を計画

〇　総合型地域スポーツクラブと次のとおり連携事業を実施した。
  ・長野市総合型地域スポーツクラブ連絡会　２回
  ・NAGANO健康スポーツ教室　全51コースのうち34コース
  ・第49回NAGANOスポーツフェスティバルの企画・運営

(3)障害者のスポーツ参加の機会拡大
 ・第53回長野市障害者スポーツ大会を計画（中止）
 ・第49回NAGANOスポーツフェスティバルにおいて障害者スポーツ体
験会等を実施
 ・第５回NAGANOパラ★スポーツデーを実施
 ・ニュースポーツ等の体験会、講習会の開催
 ・第18回長野車いすマラソン大会を支援

令和５年度 事業計画

(2)地域における自主的なスポーツ活動の促進
〇 総合型地域スポーツクラブとの連携の推進
　・役割分担による安定したスポーツ教室の開催

〇 スポーツ推進委員によるスポーツ活動の促進
　・スポーツ推進委員に対する研修会の開催
　

(3)スポーツを通じた共生社会の実現
  障害者のスポーツ参加の機会拡大
　・関係機関との連携
　・障害者スポーツの普及・振興
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